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満開の桜とともに新年度を迎えました。入学式はあいにくの
天候でしたが、満開の桜が新入生を迎えていました。
これから農園の情報は「農園通信」として発信させていただ
きます。時折々の農園の状況などを掲載していきます。

農園では新年度の開講に備えて準備を進めています。
そして５月になればにぎやかな声と、緑に包まれます。「農園
体験」はそんな中で土に触れ、野菜の種をまき、苗を植え付け
て育てます。土に触りたくなくとも、虫が嫌いでも仲間とわいわ
いと体験学習に臨む姿は毎年の恒例です。開放された空間
で一時を過ごしてみませんか。

令和4年度の「共通特論Ⅲ“農園体験”」は、
二つの組で取り組みます。サツマイモ組は５月
中旬から７月までと１０月下旬からの収穫、ダ
イコン組は９月上旬から１２月上旬の間に農園
で数種類の野菜作りに取り組みます。どちらの
組にするか迷ったら農園へ問い合わせください。
自分で育てた野菜だけでなく、農園で栽培
する旬の野菜も持ち帰ります。そして、それぞれ
のレシピで味わってください。

農園への問い合わせは下記アドレスへお願いいたします。
nouen0831@eiyo.ac.jp

新たな学生の作付けを待つ畑

農園ではブルーベリーの花が咲き始めました。
桜は残念ながらありません。下の写真は「安行寒桜」。
坂戸市北浅羽に1200ｍに及ぶ並木で、ソメイヨシノより
やや早く、春の彼岸に満開を迎えます。

畑の準備を始めるとどこからともなくハクセキレイ
が飛んで来ます。白いほっぺのハクセキレイは畑
を耕耘したり、除草をしたりすると飛んで来て虫を
ついばみます。農園で見られる鳥は多くはありま
せんが、暖かくなるとネクタイを締めたシジュウカ
ラもやって来て梢で盛んにさえずります。


